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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高所に設置され且つ開度調整ハンドルが上下方向へ延びる開度調整シャフトの下端に取
り付けられ外周にリングを有するダンパの開度調整ハンドル操作装置において、
  床上の操作員が手に持った状態で前記開度調整ハンドルに届く長さを有する棒状体と、
  該棒状体の先端に取り付けられ且つ内周面が前記開度調整ハンドルの外周のリングに上
方向へ押し付ける力による摩擦力で係合可能な漏斗状の包持部材と、
  該包持部材の内周面に貼り付けられ且つ前記開度調整ハンドルに対する摩擦力を高める
シート部材と
  を備え、
  前記棒状体の基端部に回転補助手段を形成したことを特徴とするダンパの開度調整ハン
ドル操作装置。
【請求項２】
　前記回転補助手段を、前記棒状体の基端部外周に巻き付けられる滑り止め用のグリップ
テープとした請求項１記載のダンパの開度調整ハンドル操作装置。
【請求項３】
　前記回転補助手段を、前記棒状体の基端部にその半径方向へ張り出す把手とした請求項
１記載のダンパの開度調整ハンドル操作装置。
【請求項４】
　前記回転補助手段を、前記棒状体の基端部に屈曲形成されるクランクハンドルとした請
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求項１記載のダンパの開度調整ハンドル操作装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダンパの開度調整ハンドル操作装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、工場等においては、建屋内部における天井付近に空調ダクトが配設され、該空
調ダクトの途中にダンパが設けられ、該ダンパの開度調整を行うことによって前記空調ダ
クトの吹出口からの風量を調整するようになっている。
【０００３】
　前記ダンパは高所に設置されているので、操作員が風量の調整作業を行う際には、高所
作業車や組んだ足場を使ったり、或いは立ち馬や脚立に登り、ダンパの開度調整ハンドル
の位置に手を伸ばして調整作業をしなければならない。
【０００４】
　しかしながら、高所作業車や組んだ足場、或いは立ち馬や脚立を使うには、相応の場所
が必要であり、それらの搬入出に煩わしさがあり、特に足場組みには手間と時間も掛かる
という問題を有していた。
【０００５】
　このため、従来、例えば、特許文献１に開示されているようなものが存在し、これは、
図５に示される如く、工場等の建屋の天井スラブ１の直下に、図示しない空調ダクトにフ
ランジ接合される風量調整用のダンパ２のケーシング３が配置され、該ケーシング３の内
部にダンパ本体４が軸４ａを中心として回動可能に軸支され、該軸４ａに対し、ケーシン
グ３の外側に取り付けられたギアボックス５から垂下される開度調整シャフト６が、該ギ
アボックス５内部に組み込まれたウォームギアを介して連結され、該開度調整シャフト６
の下端に開度調整ハンドル７が一体に設けられており、前記ダンパ２の開度調整作業を行
う際には、内装天井８の点検口８ａから、床上の操作員が手に持った操作具９の先端部に
形成した連結部１０を挿入し、前記開度調整ハンドル７に係合させた状態で、前記操作具
９の基端部に形成した回転操作部１１を回すことにより、前記開度調整ハンドル７を回動
操作するようにしたものである。
【０００６】
　前記開度調整ハンドル７は、図６に示されるように、前記開度調整シャフト６から放射
状に延びるハンドル桿７ａと、該ハンドル桿７ａの周囲に一体化されたリング７ｂとから
なっており、又、前記操作具９の連結部１０は、操作棒１２の先端に直交して両側へ延び
る水平桿１０ａと、該水平桿１０ａの両端から一体に立ち上がる立上部１０ｂと、該立上
部１０ｂの上端から操作棒１２の周回り方向へ向けてそれぞれ鈎形に折り曲げ形成した鈎
形片１０ｃとを備え、更に又、前記操作具９の回転操作部１１は、クランクシャフト状と
してある。
【０００７】
　尚、高所に設置されるダンパとは異なるものであるが、地中に設置されるバルブの開閉
に関連する一般的技術水準を示すものとしては、例えば、特許文献２、或いは特許文献３
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第３４５６３０４号公報
【特許文献２】特開２００９－２２２２０５号公報
【特許文献３】実開平５－２７４６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　ところで、前記開度調整ハンドル７は、図６に示されるようなリング７ｂの内側にハン
ドル桿７ａが配設されたものばかりではなく、例えば、図７に示される如く、中央部が平
板で閉ざされた皿型の開度調整ハンドル７も存在する。
【００１０】
　しかしながら、特許文献１に開示された操作具９では、図７に示されるような皿型の開
度調整ハンドル７に対しては、連結部１０を係合させることができず、対応が困難となり
、ダンパ２の開度調整を行うことができなくなるという欠点を有していた。
【００１１】
　又、特許文献２に記載のものは、ステム式バルブのステム（図示せず）或いはハンドル
の棒状部（前記ハンドル桿７ａに相当）に対し、嵌合部材或いは係合部材を嵌合させた状
態でバルブを開閉するようになっているため、ダンパ２に適用した場合、特許文献１に記
載のものと同様、図７に示されるような皿型の開度調整ハンドル７には対応が困難となり
、ダンパ２の開度調整を行うことは不可能となっていた。
【００１２】
　更に又、特許文献３に記載のものは、ダンパ２の開度調整ハンドル７を操作するもので
はなく、バルブの弁棒頭部に対し、嵌合部を嵌合させた状態でバルブを開閉するようにな
っている。尚、特許文献３に記載されている逆漏斗状の案内具をダンパ２の開度調整ハン
ドル７に係合させることも可能ではあるが、該案内具はあくまでも弁棒頭部を嵌合部へ滑
り込ませるように導くためのものであるため、滑りが生じてしまうことは避けられず、開
度調整ハンドル７を回動させることは困難となる。
【００１３】
　本発明は、斯かる実情に鑑み、高所作業車や足場、或いは立ち馬や脚立を使用すること
なく、開度調整ハンドルを回動させてダンパの開度調整を確実に行い得るダンパの開度調
整ハンドル操作装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明は、高所に設置され且つ開度調整ハンドルが上下方向へ延びる開度調整シャフト
の下端に取り付けられ外周にリングを有するダンパの開度調整ハンドル操作装置において
、
  床上の操作員が手に持った状態で前記開度調整ハンドルに届く長さを有する棒状体と、
  該棒状体の先端に取り付けられ且つ内周面が前記開度調整ハンドルの外周のリングに上
方向へ押し付ける力による摩擦力で係合可能な漏斗状の包持部材と、
  該包持部材の内周面に貼り付けられ且つ前記開度調整ハンドルに対する摩擦力を高める
シート部材と
  を備え、
  前記棒状体の基端部に回転補助手段を形成したことを特徴とするダンパの開度調整ハン
ドル操作装置にかかるものである。
【００１５】
　上記手段によれば、以下のような作用が得られる。
【００１６】
　前述の如く、棒状体の先端に漏斗状の包持部材を取り付けたことにより、開度調整シャ
フトから放射状に延びるハンドル桿と、該ハンドル桿の周囲に一体化されたリングとから
なる開度調整ハンドルは勿論のこと、皿型の開度調整ハンドルに対しても、包持部材を係
合させることができ、しかも、該包持部材の内周面には前記開度調整ハンドルに対する摩
擦力を高めるシート部材を貼り付けてあるため、滑りが生じてしまうことが避けられ、棒
状体を回すことにより開度調整ハンドルを確実に回動させることが可能となる。
【００１７】
　そして、前記包持部材は漏斗状としてあるため、前記開度調整ハンドルの外径が多少異
なっていたとしても、複数種類の包持部材を用意することなく一つの包持部材で対応可能
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になると共に、前記開度調整ハンドルが高い位置にあって且つ内装天井の点検口から視認
しにくくても、開度調整ハンドルに係合させるための芯合わせが容易に行える。
【００１８】
　又、前記開度調整シャフトの軸心延長線上に棒状体が完全に一致する形で配置されずに
ある程度傾斜していたとしても、前記包持部材が開度調整ハンドルの外周にシート部材を
介して接触していれば、該開度調整ハンドルを回動させることは可能となる。
【００２０】
　前記回転補助手段を、前記棒状体の基端部外周に巻き付けられる滑り止め用のグリップ
テープとすると、操作員が棒状体をしっかりと握ることが可能となり、該棒状体を回す操
作を確実に行える。
【００２１】
　又、前記回転補助手段を、前記棒状体の基端部にその半径方向へ張り出す把手とするこ
とができ、このようにすると、操作員が把手を把持した状態で前記棒状体をしっかりと握
ることができ、且つ前記把手によって棒状体をより強く押し上げることができるため、前
記開度調整ハンドルに対するシート部材の摩擦力をより高めることが可能となる。なおか
つ、操作員が前記棒状体を回す操作を行う際に要する力が、単に棒状体の外周を握る場合
に比べ小さくて済むため、操作性を高める上で有効となる。
【００２２】
　更に又、前記回転補助手段を、前記棒状体の基端部に屈曲形成されるクランクハンドル
としても良く、このようにすると、操作員がクランクハンドルにより前記棒状体をしっか
りと握ることができ、且つ前記クランクハンドルによって棒状体をより強く押し上げるこ
とができるため、前記開度調整ハンドルに対するシート部材の摩擦力をより高めることが
可能となる。なおかつ、操作員が前記棒状体を回す操作を行う際に要する力が、単に棒状
体の外周を握る場合に比べ小さくて済むため、棒状体を回す操作を更に効率良く行うこと
が可能となる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明のダンパの開度調整ハンドル操作装置によれば、高所作業車や足場、或いは立ち
馬や脚立を使用することなく、開度調整ハンドルを回動させてダンパの開度調整を確実に
行い得るという優れた効果を奏し得る。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明のダンパの開度調整ハンドル操作装置の実施例を示す概略図である。
【図２】本発明のダンパの開度調整ハンドル操作装置の実施例における包持部材の内周面
を示す要部拡大断面図である。
【図３】本発明のダンパの開度調整ハンドル操作装置の実施例における棒状体の基端部に
形成した回転補助手段の変形例を示す要部概略図である。
【図４】本発明のダンパの開度調整ハンドル操作装置の実施例における棒状体の基端部に
形成した回転補助手段の他の変形例を示す要部概略図である。
【図５】従来のダンパの開度調整ハンドル操作装置の一例を示す概略図である。
【図６】従来のダンパの開度調整ハンドル操作装置の一例における操作具の開度調整ハン
ドルとの係合関係を示す要部拡大斜視図である。
【図７】ダンパの開度調整ハンドルの他の例を示す要部拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面を参照して説明する。
【００２６】
　図１及び図２は本発明のダンパの開度調整ハンドル操作装置の実施例であって、図中、
図５～図７と同一の符号を付した部分は同一物を表わしており、基本的な構成は図５～図
７に示す従来のものと同様であるが、本実施例の特徴とするところは、図１及び図２に示
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す如く、床上の操作員が手に持った状態で開度調整ハンドル７に届く長さを有する棒状体
１３の先端に、内周面が前記開度調整ハンドル７の外周に係合可能な漏斗状の包持部材１
４を取り付け、該包持部材１４の内周面に、前記開度調整ハンドル７に対する摩擦力を高
めるシート部材１５を貼り付けた点にある。
【００２７】
　前記シート部材１５は、ゴム等の材質のものを使用し、２種混合エポキシ樹脂系接着剤
等の接着剤によって包持部材１４の内周面に貼り付けるようにしてある。
【００２８】
　前記開度調整ハンドル７の外径は、通常、φ１００［ｍｍ］程度であるため、前記シー
ト部材１５が貼り付けられる包持部材１４の開口端の内径は、図２に示す如く、φＤ＝φ
１５０［ｍｍ］程度に設定し、該包持部材１４の拡がり角度は、θ＝６０°程度に設定す
ることができる。但し、これらの数値は、あくまでも目安となるものであり、その値に限
定されるものではない。
【００２９】
　又、前記棒状体１３は、塩化ビニール管或いはアルミニウム製の管を使用し、前記開度
調整ハンドル７の高さ位置に応じて、２５００～４０００［ｍｍ］程度の長さに設定する
ことができる。
【００３０】
　前記棒状体１３の基端部には、該棒状体１３の基端部外周に巻き付けられる滑り止め用
のグリップテープ１６ａを回転補助手段１６として形成してある。
【００３１】
　次に、上記実施例の作用を説明する。
【００３２】
　前述の如く、棒状体１３の先端に漏斗状の包持部材１４を取り付けたことにより、図６
に示されるような、開度調整シャフト６から放射状に延びるハンドル桿７ａと、該ハンド
ル桿７ａの周囲に一体化されたリング７ｂとからなる開度調整ハンドル７は勿論のこと、
図７に示されるような皿型の開度調整ハンドル７に対しても、包持部材１４を係合させる
ことができ、しかも、該包持部材１４の内周面には前記開度調整ハンドル７に対する摩擦
力を高めるシート部材１５を貼り付けてあるため、滑りが生じてしまうことが避けられ、
棒状体１３を回すことにより開度調整ハンドル７を確実に回動させることが可能となる。
因みに、前記シート部材１５は、ゴムのように弾性変形する材質としているため、前記開
度調整ハンドル７に押し付けられて撓むことで、該開度調整ハンドル７に対する接触面積
が増し、摩擦力がより増大することとなる。
【００３３】
　そして、前記包持部材１４は漏斗状としてあるため、前記開度調整ハンドル７の外径が
多少異なっていたとしても、複数種類の包持部材１４を用意することなく一つの包持部材
１４で対応可能になると共に、前記開度調整ハンドル７が高い位置にあって且つ内装天井
８の点検口８ａから視認しにくくても、開度調整ハンドル７に係合させるための芯合わせ
が容易に行える。
【００３４】
　又、前記開度調整シャフト６の軸心延長線上に棒状体１３が完全に一致する形で配置さ
れずにある程度傾斜していたとしても、前記包持部材１４が開度調整ハンドル７の外周に
シート部材１５を介して接触していれば、該開度調整ハンドル７を回動させることは可能
となる。
【００３５】
　前記棒状体１３の基端部には、該棒状体１３の基端部外周に巻き付けられる滑り止め用
のグリップテープ１６ａを回転補助手段１６として形成してあるため、操作員が棒状体１
３をしっかりと握ることが可能となり、該棒状体１３を回す操作を確実に行える。
【００３６】
　尚、前記回転補助手段１６は、図３に示す如く、前記棒状体１３の基端部にその半径方
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持した状態で前記棒状体１３をしっかりと握ることができ、且つ前記把手１６ｂによって
棒状体１３をより強く押し上げることができるため、前記開度調整ハンドル７に対するシ
ート部材１５の摩擦力をより高めることが可能となる。なおかつ、操作員が前記棒状体１
３を回す操作を行う際に要する力が、単に棒状体１３の外周を握る場合に比べ小さくて済
むため、操作性を高める上で有効となる。
【００３７】
　又、前記回転補助手段１６は、図４に示す如く、前記棒状体１３の基端部に屈曲形成さ
れるクランクハンドル１６ｃとしても良く、このようにすると、操作員がクランクハンド
ル１６ｃにより前記棒状体１３をしっかりと握ることができ、且つ前記クランクハンドル
１６ｃによって棒状体１３をより強く押し上げることができるため、前記開度調整ハンド
ル７に対するシート部材１５の摩擦力をより高めることが可能となる。なおかつ、操作員
が前記棒状体１３を回す操作を行う際に要する力が、単に棒状体１３の外周を握る場合に
比べ小さくて済むため、棒状体１３を回す操作を更に効率良く行うことが可能となる。
【００３８】
　こうして、高所作業車や足場、或いは立ち馬や脚立を使用することなく、開度調整ハン
ドル７を回動させてダンパ２の開度調整を確実に行い得る。
【００３９】
　尚、本発明のダンパの開度調整ハンドル操作装置は、上述の実施例にのみ限定されるも
のではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論で
ある。
【符号の説明】
【００４０】
　　２    ダンパ
　　６    開度調整シャフト
　　７    開度調整ハンドル
　１３    棒状体
　１４    包持部材
　１５    シート部材
　１６    回転補助手段
　１６ａ  グリップテープ
　１６ｂ  把手
　１６ｃ  クランクハンドル
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